
委
託
等
の
方
法
陀
よ
り
解
決
し
た
い
。
三
、
肱
川
町
敬
老
年
金
支
給
条
例
の
制
．
つ
む
と
、
技
能
も
熟
練
す
る
し
、
安
全

0

謂
習
を
受
け
る
日
と
場
所

り

謂

習

は

大

洲

警

察

署

で

毎

週

水

老
人
医
療
は
昨
年
よ
り
実
施
し
て
い
ろ

i

定
に
つ
い
て

□

知
識
も
あ
る
程
者
定
着
し
て
き
ま
す
が
．

゜

が
、
当
町
の
場
合
過
誤
奔
用
は
少
な
い
~
（
支
給
概
要
）
一
方
多
く
の
運
転
者
匠
は
次
の
よ
う
な
ハ
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
（
第
一
。

よ
う
で
ち
ろ
。
明
年
一
月
よ
り
国
が
三
敬
老
年
金
を
受
給
で
き
る
者
は
、
毎
悪
い
傾
向
が
表
わ
れ
て
く
る
こ
と
も
認
第
三
水
曜
日
は
午
後
一
時
か
ら
実

[
施
）
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

分
の
二
、
県
と
町
が
六
分
の
一
を
支
出
」
年
四
月
一
日
現
在
匠
お
い
て
、
年
令
溝
識
し
な
け
れ
ば
た
り
古
せ
ん
。

更
新
手
続
き
後
ニ
ー
三
週
間
後
の

し
て
効
率
的
忙
実
施
し
た
い
。
ア
ン
マ
[
八
+
年
以
上
の
者
で
ヽ
当
該
年
度
の
-
ズ
運
転
技
能
尻
つ
ぃ
て
は
、
次
第
匠
~

，
~
新
免
許
証
交
付
の
日
に
受
け
る
こ

ハ
リ
キ
ュ
ウ
等
の
補
助
は
対
象
年
令
；
月
一
日
以
前
か
ら
肱
川
町
に
引
登
続
き
自
己
流
の
悪
い
く
せ
が
署
慣
化
し

一
~
を
可
十
有
才
陀
引
登
下
げ
た

5
。
]
居
住
す
る
者
自
己
過
信
と
な
る
。
．
と
匠
な
り
ま
す
。

一

寝

た

苔

り

老

人

対

策

は

大

洲

市

に

施

設

年

金

の

額

百

千

円

と

す

る

。

二

、

法

令

や

、

安

全

運

転

知

識

匠

つ

い

;
o
講
習
の
や
り
方

こ
が
あ
る
が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
を
強
化
．
支
給
期
日
毎
年
九
月
十
百
日
と
す
て
は
、
ご
く
常
識
的
な
も
の
を
除
い
「
交
通
の
方
法
匠
関
す
る
教
則
」

が
全
員
に
無
償
で
く
ば
ら
れ
、
専

て
、
自
分
に
負
担
と
感
じ
ら
れ
る
よ
~

：

し

て

充

分

を

活

動

を

行

た

い

た

い

。

．

る

（

敬

老

の

日

）

門
の
講
師
妃
よ
っ
て
、
視
聴
覚
を

デ
ル
地
区
四
、
肱
川
町
固
民
健
康
保
険
療
養
給
付
[
う
な
も
の
は
次
第
妬
忘
れ
や
す

vな
●

三
月
十
一
日
肱
川
町
定
例
町
議
会
を
．
い
、
第
三
農
構
事
業
陀
よ
り
甚
盤
整
を
・
保
健
衛
生
陀
つ
い
て
は
、
モ

招
襲
し
、
全
議
案
は
常
任
委
員
会
に
付
．
進
め
た
い
、
社
会
生
活
環
境
に
つ
い
て
•
[
関
係
心
簡
単
陀
行
か
た
い
が
、
予
算
を
．
費
支
払
基
金
条
例
の
制
定
陀
つ
い
て
る
。
中
心
と
し
た
講
署
、
約
二
時
間
。

託
審
査
を
行
な
い
三
月
十
八
日
本
会
議
」
は
、
道
路
整
備
、
そ
の
他
で
あ
る
が
‘
[
出
来
芯
だ
け
増
額
し
効
率
を
上
げ
た
い
。
固
民
健
康
保
険
の
療
養
給
付
費
の
支
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
運
転
者
匠
対
す

を
開
含
｀
原
案
通
り
決
議
し
閉
会
し
た
。
県
道
舗
装
は
ニ
ゲ
年
で
終
る
予
定
で
あ
哀
工
観
光
陀
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
払
を
円
滑
化
す
る
た
め
支
払
基
金
を
設
る
再
教
育
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
、
運

転
者
の
資
質
を
高
め
る
た
め
、
免
許
証
[

議
案
の
概
要
は
次
の
通
り
；
る
。
道
路
新
設
は
団
体
農
道
で
広
常
‘
]
振
興
資
金
の
某
金
の
増
額
を
行
な
う
。
慨
す
る
。

の
更
新
者
全
員
が
講
習
を
受
け
な
け
れ

昭
和
四
十
七
年
度
当
初
予
算
〗
里
谷
、
大
駄
場
線
を
出
来
る
限
り
進
め
耽
川
流
城
観
光
公
園
は
地
元
の
計
画
を
基
笠
額
五
百
万
円

ぃ
出
し
て
順
次
進
め
た
い
。
尚
当
町
の
観
．
百
、
肱
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
．
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
も
の
で
す
。

一

般

会

計

二

八

五

、

0
3
3肖
．
た
い
。

国
保
特
別
会
計
六
四
、
ニ
ニ
八
”
~
尚
、
正
山
線
農
免
事
業
の
二
期
工
事
、
し
光
診
断
は
一
一
一
月
七
日
よ
り
実
施
し
た
の
い
て

0

誇
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
．

六
、
肱

JI
町
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資

L

免
許
証
を
更
新
し
よ
う
と
す
る
人

農
業
共
済
”
-
Q
四
三
三
＂
地
区
道
嘉
城
線
の
二
期
工
事
丸
山
線
舗
]
に
、
い
づ
れ
結
果
が
出
る
か
ら
そ
れ
に

は
、
有
効
期
限
一
カ
月
前
か
ら
手
続

簡
易
水
道

II

二
、
一
五
四
”
．
装
、
小
倉
農
道
新
設
を
考
え
て
い
る
。

i
症

づ

い

て

計

両

的

陀

進

め

た

い

。

基

金

条

例

の

一

部

改

正

に

つ

い

て

給

食

セ

ン

タ

ー

"

[

き

を

行

な

う

こ

と

が

で

き

、

警

察

睾

[

一
六
、
七
三
二
fl

』
町
道
舗
装
は
、
事
業
費
三
千
万
円
を
予
i

消
防
栴
殷
の
整
備
陀
つ
い
て
は
、
ポ
百
万
円
を
百
百
十
万
円
匠
改
め
る
。

歯
科
検
診

I

I

-

、
0
万―
fl

定
し
て
お
り
、
大
谷
、
正
山
線
の
一
部
・
ン
プ
の
積
載
車
一
台
、
防
火
水
そ
う
、
七
、
そ
の
他
特
別
職
の
給
与
条
例
の
一
交
通
孫
ヘ

車
両
等
運
営
II

五
、
三
二
〕
fl

．

を

実

施

す

る

予

定

で

あ

る

。

．

蔵

置

所

を

考

え

て

い

る

が

、

出

来

る

だ

・

部

改

正

、

町

議

会

議

員

の

報

酬

及

び

0

申
請
書

0

手
数
料
七

0
0
円

計

三

八

四

、

九

一

”

ハ

“

社

会

教

育

陀

つ

い

て

は

、

予

算

を

増

□け
、
年
愕
内
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。
費
用
弁
償
匠
関
す
る
条
例
の
一
部
改

0

写
真
二
枚

0

タ
イ
プ
料
三

0
円

正
、
そ
の
他
非
常
勤
職
員
の
報
酬
並
を
提
出
し
尭
す
。

昭
和
四
十
七
年
腹
町
長
の
行
政
額
し
て
い
ろ
。
予
子
林
地
区
に
公
民
館
＇
条
例
関
係

2

謂
署
は
、
更
新
検
査
後
の
「
新
免
~

り
一
、
肱
川
町
困
定
資
産
評
価
審
査
委
員
．
び
に
支
給
方
法
匠
関
す
る
条
例
の
一

基

本

方

針

の

概

要

口

的

な

セ

ン

タ

ー

の

建

設

を

予

定

し

て

い

基
本
と
な
る
も
の
は
、
町
内
農
林
業
；
る
。
尚
町
誌
へ
ん
さ
ん
陀
つ
い
て
も
、
会
の
委
員
に
次
の
者
の
同
意
を
得
た
。
．
部
改
正
等
を
行
っ
た
。

i

許
証
を
交
付
す
る
日
」
匠
行
な
わ
れ
．

振
興
陀
重
点
を
置
き
、
直
接
的
な
生
活
本
年
度
着
手
し
た
い
。
~
肱
川
町
大
字
大
谷
三
好
一
男
注
す
。

運
転
免
許
更
新
時

一
肱
川
町
農
業
共
済
損
害
評
価
会
委

環
境
の
整
備
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
町
．
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
よ
・
一
、

民

連

帯

意

識

の

た

め

の

社

会

教

育

と

学

り

年

次

計

画

で

学

習

机

の

全

面

更

新

を

鼻

の

委

嘱

陀

次

の

者

の

同

意

を

得

た

。

嘩

叩

痴

口

の

論
5

臨
3

ル
2

学
教
育
の
四
つ
の
柱
と
す
る
0

;
行
い
、
学
校
教
育
の
効
率
化
を
図
り
た
・
肱
川
町
大
字
名
荷
谷
山
本
登
志
夫
．

四

十

六

年

度

は

、

ド

ル

ツ

ョ

ッ

ク

に

：

い

。

中

央

地

区

の

プ

ー

ル

紀

つ

い

て

は

”

-

1

改

正

道

交

法

）

大

谷

山

諭

よ
る
円
の
切
り
上
げ
、
貿
易
等
考
え
て
・
県
の
許
可
あ
り
次
第
着
工
す
る
。

[

f

f

f

l

神
井
恵
一
郎
．
交
通
事
故
の
起
こ
る
原
因
の
八

0
%
[

い
な
か
っ
た
事
態
陀
よ
り
、
地
方
財
政
[
社
全
福
祉
匠
つ
ぃ
て
は
`
敬
老
年
金
~
”
山
烏
坂
下
石
勲
/
以
上
が
連
転
者
の
幸
只
任
で
ぁ
る
と
言
わ
[

は
苦
し
い
状
況
で
、
新
年
度
の
財
政
規
：
を
四
十
七
年
度
よ
り
新
設
し
、
｀
八
十
オ

I
I

予
子
林
山
崎
退
｀
れ
て
お
り
、
こ
の
き
び
し
い
現
実
か
ら
~

模
も
四
十
六
年
度
を
基
準
に
せ
ざ
る
を
い
以
上
の
ご
老
人
に
年
金
百
千
円
を
支
給
野
村
町
西
和
気
喜
久
，
目
を
そ
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
~

得
な
い
｀
従
っ
て
新
年
度
は
九
〇
希
を
一
す
る
。
叉
給
水
施
設
、
テ
レ
ピ
受
信
施
．
百
十
崎
町
平
岡
桜
田
速
太
郎
．
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
運
転
免
許
証
の
~

当
初
予
算
に
見
み
補
正
は
あ
ま
り
考
え
・
設
も
整
備
す
る
考
え
で
あ
る
。
不
燃
物
[
大
洲
市
若
宮
尾
崎
昭
重
更
新
を
匹
尺
け
ょ
う
と
す
る
者
は
ヽ
法
の

i

て
は
、
県
の
方
針
等
考
[
肋
爪
ニ
町
宇
和
川
松
岡
洞
男
·
改
正
陀
よ
り
、
四
月
―
日
か
ら
公
安
委
~

ら
れ
な
い
が
、
財
政
逼
迫
に
よ
っ
て
施
~
の
処
理
陀
つ
い

策
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
；
え
合
せ
て
、
早
い
機
会
匠
整
備
す
る
。

[

f

l

I

I

上
川
武
男
．
員
会
の
行
な
う
講
習
を
受
け
た
け
れ
ば

i

農
林
振
興
尻
つ
い
て
は
、
答
申
陀
基
；
火
葬
場
冗
つ
い
て
は
、
人
夫
の
問
題
で
・
山
烏
坂
橋
本
季
行
-
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
~

づ
巻
、
生
査
、
流
通
面
を
考
慮
し
て
行
」
困
難
し
て
い
る
が
、
出
来
な
い
場
合
は
．
予
子
林
山
岡
国
男

i
運
転
者
は
一
般
的
に
は
運
転
経
験
が
~

理

親

月 冒t 
定

例

町

議

会

り〗］

が

す

る

無

な

横

断

が

ま

ね

る

終
町
6
8
0
2

部
号

1

2

2

1

O
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2

 

行

7
集
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川

r
J
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務
●

発

絹
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総
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肱

る
TEL 

II II 

追

越

し

で

縮

め

た

時

間

ち

ぢ

ま

る

命

一
、
妊
婦
健
康
相
談

と

き

百

月

十

八

日

と

こ

ろ

町

公

民

二
、
乳
児
健
康
相
談

と

き

五

月

二

十

百

日

午

後

一

時

l
-
―一時

と

こ

ろ

町

公

民

餡

該

当

者

生
後
ニ
ヶ
月
ー
お
誕
生
祖
で
の
赤
ち
ゃ
ん
。

そ
の
他
希
望
者

お

し

ら

午
後
一
時

l
-
―一時

館
いせ



ぎごと 肱

日 所得税納税相談（公民館）

28 種痘接種（大谷小学校）

3日 種痘接種（岩谷公民館）

4日 ガラガラ

成祝（陽春院）

II 母子家庭卒業生徒激励会

（公民館）

VYS 

（保養センター）

5日 軍恩連総会（役場）

7日 観光診断丸山公園

鹿野川園地

愛大村上節太郎教授

NHKテ

(NHK職員来町）

（予子林）

8日 観光診断（

”
 

II 

II 

I
I
I
I
 
9日 観光診断（鹿野川岩谷地

区）

1 O日

l 1 日

〗 4 日

” 
（元公民館）

、J
、’ノ

5日

” 1 6日

1 7日 大谷広常グループ衛生教

育（大谷生活センター）

II 乳

l 8日

2 1日

II 種痘検診（中野小学校）

ll 遺族会理事会（公民館）

2 3日 養蚕婦人部研修会

II 母親学綬（公民館）

2 5日 卒業式（各小学校）

2 7日 民生委員会（公民餡）

2 8日 婦人会中央分会総会

2 8日 上鹿野川料理講留会

2 9日

3 0日

” 

乾

れま

長さ

4.0町

4.2 m 

3.0 

32 m 

2.0 m 

l 

昭和 47年 4月8日市

未口径 すぎ ひのき まつ そ

7し初下 6 4 6 4 松パル

8 上 6 5 6 5 1. 5 m,-.., 2. 1 m 

1 2 11 5 6 9 3 未口 6虚上
1 6 11 6 0 . 8 l 3 8 2 5円00 
3 0 II 6 2 1 l 3 5 2 

7 下 6 0 6 0 雑パルプ材

8 上 4 3 4 3 1. 5 m~  2 1 m 
l 3 11 7 0 1 1 8 未口 6cmJ:
1 6 II 7 0 1 0 1 2 0円 00銭

7 下 2 9 2 9 

8 上 ti l 6 1 6 松箱材
1 6 9f 2 4 i 2 8 2 5 2.1 m 

゜
3 2 未口 14し吼上

~ ~ ~ ~ ~ 

3 0円～ 38円1 8 

6. 0 m I 1 3 

ニ』亙―町 1咋 66~99

云表は，肱川町内の自動車土場ーの価格です（オ当り）

故に，運賃や市場手数料など差引いた

し、たけ相

りでしたので御知らせし主す。

1. 市売月日 4月 5~6日

3. 価・格 高値 3.41 0 

1 概況

行楽期に入り，内需も順調に伸び強保合陀転じている。特に品薄のドンコ系に人気集り，

比約 15 0円高となった。今後の市況見通しは多少の波はある陀して忠，保合と思料され夜す

が，第 2次発生の採収量と消費の延ぴが弱総

已菩口

2, 

中値 2,644 

l. 5 2 8点 24. 7 4 0 

1.2 9 0 

品柄別価格

香信 2,8 0 0--3.3 0 0 中肉 形 2,0 0 0~2,4 0 0 ジャミ低級品 1.3 00~ 

並香信 2,4 0炉 2,600 上 んこ 2.9 O炉 3,300 1.7 0 O 

2,90 o-3 3 oo 並 ど ん こ 2,5 0 0~2,8 0 0 次匝l市 4月27日

) 3.0 0 0,._,3 4 0 0 小玉どんこ '1.8 0 0---2,1 0 0 5月 7日
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食 献

日Iバン生乳

立名

黄の食品

で U克う

く力となる

うどん

ず‘
“~ 

曜

1 きつねうどん

月 はちみつ

2 じゃが和戎鯉ろ

火煮あA力必ノ

4 菊チーズフライ

木 フルーツサラダ

8 焼昏そば

月 はち立三
9 訊さいウイン

火 ナーパンのり

10 厚あげの

水そ ぼ ろ煮

11 10:,幻パン

木 ジャムパンけん抄け十
身~

12 ちくわの照煮

金 ごま和え

15 ミートソース

月 はちみつ

16 白玉もちあ寸ll
火みそ汁

油あげか主

ぼこてんぶら

マロ Iとりひき肉ち

ニー油さとう くわ油抄f

人参

キャベッ

雇 キ ャ

ベッピース

ス lキャペツみ

かしベイン

燭 tまね

ぎね宮

171うずら百の甘

水煮 ウインナー

みどりの食品

かいぶんピクミン

働く力となる血肉骨陀たる 体の調子をよくする

さとう 油 とり肉うずら豆でし人参

ぷらウインナー こんにゃく

牛肉脱脂粉乳 人参をまねぎズィートコー

ングリンピース

マカロニ

油 モークミ
~ ~ 

中華そば 豚肉

油 ちくわ

白玉粉小麦小豆脱脂粉

粉さとう ウインナー

マロニー 豚ひき肉厚あ ｝参キャ文―

油さとう げ ちくわ ッグリンピ

じゃが芋 とり肉かまぽこ

麟げ lキャベッ
ごま さとう iちくわ か釘密こパ苔キャペ

スバゲッティ

油

百玉もち

ざとう

□き:スモークミ 1ここ
ート粉チーズ

含な粉油あげ

豆腐みそ

翌竺ーズ

とり

油あげ

そんぶら
ちくわ

油あげてんぷ

ご 1人参キャペッ

グリンピース

人参

たまね苔

糸わかめ人参

グリンピース

みかんバインもも

リー

たまね智キャペッ

こんにゃ

人参た夜わぎ

キャペッ

人参たまねぎ

グリンビース

キャペッきゅうり

みかん

※ 材料の都合で一部献立を変更する揚合があり注す。



す麦稲ゃ
°類ワわ分やえす

るクをラ ら 匠 す る が
と口多をかない反｀

l 目二いらの面こ
パ陀〇青たで体れが
l与！刈い｀重を多
やえ三 飼 よ 牛 が 多 く
レる〇料う体滅給生
ンこ伶陀死のりす産

なゲと混は し 手 ｀ る さ
どたも用、ま入軟とれ
匠ど必し 乾 し れ 便 牛 る
なを要た草 ょ が に 乳
っ多でり か う 不 な が
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ー主良が て総 多も
喝しく 大 違 い 収 こ く

ょ注変作ま入のなト
う意苦 で す の よ っ ン
°ししも°半うて以
てくす 分な参上

なれ 以 大りの
りば 上形主繭

でま 1,. を養しを匠

す一 繭蚕た作ょ
°年 代農°らり
次間忙家れ‘

忙 のの たは る肱

励事生 ょ年 方川
みを活 っ間 が町

．．，．● ^ ●,・・..........、．．．．．．．

を指でよ 出 れ つろ腺心取題最使陀発す
お 針ぉ っ来て尚けし薬配扱が近っ当生°肩十苗
願をりて 市 お 農 て い は の い 多はてつが今両
い 良 ま 別せり薬いこ取をはく靡公て心年も
致くす便 ん‘のたと扱い安起陀害 は 配 は た
し見°で°一受だ陀を良全っ化を最さ膀てに
まておっ‘水般渡をた間質使て学少もれ冬らな
す最配一稲商したり違米用お薬く少が異れり
°低り斉 農 物 も い ま え を 基 り品しいお変た‘

し配薬と厳°する生禅古陀た農りでこそ
て達はのし °と産をすよい薬ま‘とれ
あす申積く 充‘さ良° るもをす病とぞ

のるる込合規 分大れ＜農公の上°害思れ
防 予書せ制 気変た守薬 害で手防虫いの
除定陀がさ を恐いりの問すに除のま作

o 、。
'"..................................................., 

の
休
耕
田
の
管
理
不
良
ゃ

の
増
加
等
で
、
ウ
イ
ル
ス

心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、
苗

は
、
休
耕
田
の
近
く
を
さ
け

に
防
除
匠
力
を
入
れ
る
こ
と

す
。

-

月

の

業

ぇ

う質を農 作陀こ産米休陀
° の 参 協 百 ナ は と 性 生 耕 対 ゜
米考が月る飼もの産田し肱
を 尻 発 は よ 料 い 高 調 の て 川
生し行｀う作わい整面二町
産てし苗に物れ農の積ーでの
す‘て代努やて作目が。は生
る良い播め果ぷ物的一扮｀産
ょいる種て樹りへの 0 の
う苗水が下魯‘の一笏
lてを 稲 始 さ 桑 転 転 つ あ 績 度 が
し育栽注いた作換とりでは行
まて培り°ど可とし注し目わ
してをま に能いてした標れ
ょ良どす 転地う生たが量ま

0 0 ` 
が！シをウな強ゾいトル の
で と ‘ す モ お い ） レ と ウ ゴ 飼 で
き い 二 る 口 排 の ゴ 倒 至 J料｀わ
まう番とコ水で I伏口な作注ぬ

大すこ刈‘ツ良畑はしコど物
°とり と好地‘や、ンをの
で ‘ 面 ソ た 『c：：：トすは播卜てを

三刈 Jレ肥播ばい｀種ウ下生
番りゴえくつの畦すモさじ

を刈が lたとやで巾る口いる
高り卜の田良‘注尋時コ゜こ
め は ウ 混 で い 倒 意 株 期 シ と
るソモぜは°伏す間でや も
こルロま喩 陀ろがす‘ あ
とゴコき卜 も°狭°ゾ る

所
S417, 4, Zク

□
□
〗

5月

5月

5月

日

日

日

2

4
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5月 11日

5月 13日

5月 16日

5月 18 日

5月23日

5月25日

5月27日

5月 30 日

5月 4日

5月 12日

5月 19日

火

木

火

土

火

木

火

土

火

金

金

金

月野尾

宇和川北部

谷口

月野尾おやぷ

宇和川南部

宇和川北部

谷口方面

月野尾おやぶ

部

おやぶ

日

大谷

おやぶ

宇和川

谷口

カ

メ

ー

カ

ー

井

関

農

機

点

検

料

無

料

プ

ラ

グ

ピ

ン

等

の

の

サ
ト
ー

共

申

は

さ

ん

陀

お

し

•
ま
す
。
農
は
買
受
書
匠
印
が
必

夏
で
す
か
ら
、
必
ず
印
鑑
を
お
願
い

亘
し
ま
す
。
除
草
剤

P
C
P
は
使
用

の

：

出

来

な

く

な

り

主

し

た

乙

で

除

外

し

施

殷

は

早

目

に

し

て

；

ま

す

。

育
と
し
、
余
り
い
陀
た
ら
ぬ
」
九
月
推
進
で
は
、
農
繁
期
匠
そ
な
え

充
分
た
る
面
積
の
保
を
行
い
、
こ
し

P

そ
う
め
ん
類
。
食
油
覇
ス
の
系

育
の
省
力
化
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。
」
統
洗
剤
で
、
特
別
予
約
価
格
で
婦
人

、

間

引

収

穂

法

の

実

施

〕

部

に

お

願

い

致

し

注

す

。

推

進

後

は

収
葉
景
の
増
加
と
葉
質
の
良
化
を
’
メ
ン
類
で
箱
匠
六
十
円
食
油
が
罐
に

図
る
た
め
、
間
引
収
穫
を
行
い
繭
質
：
八
十
円
位
い
高
く
な
り
ま
す
か
ら
是
非

の
向
上
陀
つ
と
め
主
し
ょ
う
。
エ
非
予
約
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

四

、

夏

肥

の

予

約

と

早

期

施

；

日

曜

大

工

の

組

立

網

戸

は

枠

の

組

立

夏
肥
は
な
る
べ
く
早
く
す
る
」
て
は
す
べ
て
挿
入
式
で
、
の
り
危

P

よ
う
肥
料
の
H

文
し

•
V

苔
危
い
ら
た
い
。
高
さ
も
自
由
ガ

し
ま
し
ょ
う
。
[
—
フ
ス
網
、
女
の
方
で
も
組
立
が
出
来

•
ま
す
。
価
格
は
―
-
o
x
九
七
が

，
二
千
円
位
で
、
上
下
四
種
類
匠
分
れ

．
て
古
り
主
す
。
住
友
の
組
立
式
網
戸

す
ず
む
し
を
是
非
お
進
め
致
し
ま
す
。

百
月
十
二
日

五
月
十
一
日

五

月

十

日

+ + + + + + + + + 
三時百二九万二九百三九三

時時時時時時時時時時
+l l l l l l l l Ill 

+ + + + + + + + + + + 
時七四ー七四一七七二七

時 時時時時時時時時時時時

も
致
し
主
す
。

中
野

具
セ
ン
タ
ー

岩
谷
橋

で
ぎ
る
も
の
は
良
く

5

っ
て
ホ
ル
マ
リ
ン
一

0
倍
液
か
、
'

p
p
s
等

で

消

喜

し

、

原

菌

滅
致
し
走
し
ょ
う
。

ヽ

月

九

日

一

で

農
機
を
調
よ
く
、

左
記
日
程
匠
よ
り
、

か
け
下
さ
い
。

五

月

八

日

1り fへ

セ
ン
タ
ー

の

多

い

な

り

主

し

た

。

陀

使

っ

た

し
ま
す
の
で
、

検
に

し、



/

に

努

め

、

の

詞

増

設

、

の

系

列

化

、

加

工

部

・

~
開
拓

r

生
る
年
い
と
の
提
携
を
す
す
め
る
と
と
も
匠
、
系

こ

と

で

あ

り

注

す

。

こ

の

た

め

紀

は

会

酪

農

対

策

を

強

化

す

る

。

五

5

な
ど
業
務
改
善
を
は
か
り
、
事
務

~
内
の
融
和
を
第
一
と
し
、
官
僚
化
を
い
[
®
農
業
生
産
資
材
関
連
産
業
の
寡
占
[
合
理
化
を
す
す
め
る
o

；
ま
し
め
、
協
組
間
の
交
流
、
提
携
を
国
・
化
・
合
理
化
の
進
展
に
対
処
す
る
た
め
、
・
④
関
連
会
社
に
対
す
る
投
資
の
計
画
．

~
の
内
外
に
推
進
し
て
健
全
経
営
の
維
持
｀
計
画
購
買
の
実
施
、
自
主
流
通
機
能
の
化
、
効
率
ル
か
る
た
め
関
連
会
社

全
[
に
努
力
し
ヽ
か

v

し
て
、
箪
合
員
の
期
泣
g立
‘
原
料
供
給
の
拡
大
な
ど
購
i只
対
•
管
埋
を
強
ル

合
~
待
に
応
え
、
国
民
経
済
の
発
展
に
資
す
＇
策
を
強
化
す
る
°
[
⑤
人
畢
刷
新
し
人
的

戦

後

c

[

る

こ

と

が

で

き

る

も

の

と

信

じ

ま

す

°

[

④

原

料

輸

入

の

多

角

化

＇

多

元

化

を

・

資

質

の

有

砂

働

生

産

購
連
と

日

な

お

浅

い

さ

か

の

・

全

農

の

当

面

す

る

最

大

の

課

題

は

r

」
は
か
る
と
と
も
妬
、
変
励
的
な
国
際
通
性
を
高
め
ス

ぼ

り

ま

す

が

ー

戦

の

痛

何

と

い

っ

て

も

再

建

の

融

和

一

体

化

を

．

貨

体

制

下

に

お

け

る

輸

人

業

務

の

体

制

⑱

系

統

経

落

手
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
ず
、
加
．
速
や
か
に
実
現
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す

0

を
強
化
し
、
あ
わ
せ
て
配
合
飼
料
工
場
•
本
会
の
邸
の
事

え
て
極
度
の
イ
ン
フ
レ
の
嵐
•
]
さ
い
な
[
こ
れ
ま
で
両
連
に
よ
せ
ら
れ
た
各
界
か
；

3
近
代
化
と
国
内
受
入
基
地
の
整
備
を
五
未
犬
叫
の
字
系

ま

れ

て

経

済

不

安

は

つ

の

る

一

方

で

あ

．

ら

の

暖

か

い

ご

指

導

と

、

こ

協

力

陀

心

ニ

す

す

め

る

。

‘

統

経

済

祖

辛

階

り
ま
し
た
。
農
業
は
国
民
食
糧
の
確
保
~
か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
「
●
⑱
市
場
開
発
・
新
規
阜
業
の
促
進

3
機
能
の
念
陀

を
至
上
命
令
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
戦
時
・
全
農
」
に
た
＇
＾
し
ま
し
て
、
い
っ
そ

5
[

流
通
革
新
や
都
市
化
の
追
展
に
対
応
他
団
体
と
C

中
か
ら
引
さ
つ
づ
き
、
禽
糧
増
産
に
努
ぃ

Q

ご
支
援
を
ふ
願
い
し
て
＾
こ
あ
い
さ
つ
．
し
て
、
物
流
対
策
お
よ
び
幽
掌
璽
痺
物
の
④
長
期
経
号

力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
[
と
い
た
し
ま
す
o

如

駆

売

対

策

の

強

化

ヽ

新

市

場

の

開

発

を

系

統

経

落

事

晨

家

の

実

情

を

背

景

と

し

て

両

連

の

単

‘

・

す

す

め

る

と

と

も

に

、

リ

ー

文

事

業

の

業

発

展

を

け

，

活
用
等
に
よ
、
り
系
統
経
済
畢
業
体
測
の
処
す
る
長
師

業

が

始

め

ら

れ

ま

し

た

。

'

し
か
も
農
協
0
経

済

事

業

は

イ

ン

フ

事

茉

推

進

の

基

本

方

針

監

傭

を

は

か

る

。

す

る

。

①
生
活
岨
業
体
制
の
強
化

レ
に
つ
づ
く
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
ー
ー
占
ぃ

領
軍
の
財
政
・
経
済
政
策
に
よ
っ
て
重
[
~
幽
芸
門
の
経
済
閏

O
拡
大
と
農
家
生
活

大
な
影
響
を
こ
う
む
り
ま
し
た
が
、
わ

．

．

 

の
都
市
化
冗
対
応
し
て
、
近
代
的
店
舗
，
中
L
国

の

れ
わ
れ
は
農
協
運
動
の
旗
の
も
と
に
固
・
山
農
業
生
産
へ
の
総
合
的
対
応
網
の
藍
備
と
チ
ェ
ー
ン
化
の
促
進
、
自
．

9

日

く
結
集
し
、
あ
ら
ゆ
る
辛
苦
妬
耐
え
、
[
、
3
米
麦
生
産
の
集
団
化
を
促
進
、
米
証
即
車
取
扱
体
制
の
強
化
、
燃
料
の
自
主

こ
れ
を
克
服
し
て
、
海
外
協
同
組
合
と
．
麦
の
生
産
性
・
商
品
性
の
向
上
を
は
か
＇
取
扱
体
制
の
整
備
、
住
宅
事
業
体
制
の

の
直
結
取
引
応
よ
る
原
料
購
買
の
開
拓
r

る

。

，

確

立

を

は

か

る

3

系
統
共
販
事
業
の
建
設
な
ど
事
業
路
線
[
②
野
菜
こ
果
樹
王
産
地
へ
の
総
合
的
．

の
設
定
、
強
化
に
成
功
し
ま
し
た
。
：
推
進
を
は
か
る
と
と
も
Vc
、
市
場
対
応
い

い

ま

わ

れ

わ

れ

は

弟

二

の

出

発

点

に

を

強

化

す

る

。

醗

E
理

連

営

の

基

本

方

針

0
[
9
 

立
た
さ
れ
て
S

ま
す
。
日
本
農
業
が
大
③
畜
産
団
地
を
中
心
佼
、
計
画
生
産
、
[

き
な
転
換
が
せ
ま
ら
れ
て
い
る
と
き
、
：
計
画
販
売
体
制
を
確
立
す
る
た
め
の
諸

i

;

上
．
禎

」
実

擬

協

も

ま

た

、

そ

の

組

織

の

あ

り

方

に

．

施

策

を

強

化

ナ

る

。

．

切

事

業

体

制

の

充

実

・

強

化

深
い
反
省
を
加
え
、
勇
敢
な
脱
皮
に
ふ
[
叫
流
通
対
策
O
強

化

と

加

工

生

産

体

全

国

追

に

課

せ

ら

れ

た

専

門

的

機

能

人i輝

み

切

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

こ

の

時

に

制

の

充

実

の

強

化

を

は

か

る

と

と

も

に

本

所

紀

お

9

の

.
＠
物
統
令
廃
止
等
を
ぐ
冑
勢
の
＇
け
る
総
合
企
画
機
能
な
ら
び
に
支
所
に
・
ら

ぁ

[

｀

地

域

-

を

充

す

る

。

：

カ

、
国

ヒ

1

i

米
．
，

は
~
的
璧
制
の
立
：
中

を

明

ヒ

し

効

□3

日

JIji-1

本

つ、

9

日

ふ

--1 

L _  

発
足

1J12じ

1.060 t 

1;494じ

2/340 t 

1186 t 

へ
の

情
勢
と

l

、
中
国
の
生
産
事
情

国
土
が
広
大
な
た
め
、
品
目
．

卓
で
あ
り
日
本
で
生
産
さ
れ
る
青
果
[

物
の
役
と
ん
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
る
．

と

い

わ

れ

る

。

'

．
果
物
・
餐
り
ん
こ
、
梨
、
ぶ
ど

9
,

[

さ

く

ら

ん

ぼ

、

み

か

ん

[

・

栗

r

く
る
み
r

バ
ナ
ナ
[

[
•
ハ
イ
ン
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
’

野
菜
｀
・
玉
ね
ぎ
、
大
根
、
人
参
’

[

ね

ぎ

、

キ

ャ

ベ

ッ

、

力

’

・

リ

フ

ラ

ワ

ー

、

里

芋

r

[

な
す
、
ト
マ
ト
、
き
ゅ
[

9
り
、
た
け
の
こ
、
尻
[

，

ん

尻

く

、

白

菜

な

ど

[

二
、
中
国
の
貿
易
事
情

．
香
港
、
マ
カ
オ
、
ジ
ン
ガ
ポ
ー
ル
[

[
マ
レ
ー
ジ
ャ
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
[

を
中
心
に
輸
出
し
て
お
り
、
日
本
尻
ぃ

．
も
、
千
四
百
万
＄
（
五

0
億
円
）
程
[

二

罠

は

い

っ

て

き

て

い

る

。

[

•
主
要
輸
出
品
目
・
・
り
ん
こ
、
み
[

．
か
ん
、
バ
ナ
ナ
、
栗
、
果
吻
缶
詰
、
[

野
菜
缶
詰

・
三
、
日
本
農
業
と
の
競
合
関
係
[

・
視
状
て
は
と
く
尻
競
合
は
み
ら
れ
~

ヽ

な
い
が
中
国
は
青
果
物
の
輸
出
に
[

は
積
極
的
な
姿
勢
を
み
せ
て
い
る
と
[

い
わ
れ
て
お
り
、
将
来
そ
の
気
vC
を
．

っ
て
輸
出
に
力
を
人
れ
て
く
れ
ば
、
[

の
果
物
に
影
響
が
出
て
く
る
こ
•

ら
れ
な
'S

で

は

な

い

。

[

，
り
ん
こ
、
か
か
ん
、
白
[

桃
な
ど
は
極
め
て
美
味
ぃ

と
い
わ
れ
て
わ
り
、
そ
~

れ
ら
は
植
物
防
疫
上
、
[

生
果
の
ま
ま
の
輸
入
は

禁
止
さ
れ
て
S

る
が
、
＇

瓶
詰
の
形

る
こ
と
が

青

市
況
へ

ん
ど
な
い
。

輸
入
時
期
冷
‘

鮮
度
、
輸
送
コ
ス
ト
な

ど
の
閲
題
が
あ
っ
て
国

内
市
況
が
高
騰
す
る
冬

季

匠

れ

よ

9
0

ら
れ
ず
国
内

ほ
と

ッ
ピ
ン
産
に
代

人
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

う。バ
イ
ン
ナ
ッ
プ
ル
も
、

広
東
省
を
中
心
に
増
反

さ
れ
て
お
りンあ

羞


